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イノシシは、もともと臆病な動物なので、普通の状態のイノシシは人に出

会っても襲いかかってくることはほとんどありませんが、イノシシが興奮し

ているとき（牙を鳴らしているとき、毛を逆立てているときなど）には注意

が必要です。  

 
 
 

          イノシシには近づかないでください               

 

 

 

 

 

 

 

     イノシシに出会ったら、落ち着いて行動してください             

 

 

 

 

 

 

            イノシシを刺激しないでください                  

 

 

 

 

 

 

 

 

イノシシに出会った場合は、次の事項にご注意ください 

○ 遠くでイノシシを見つけた時は、そのままイノシシから見えないところに離れてくだ

さい。 

○ 小さな子どものイノシシでも、近くに母イノシシがいるので近づかないでください。 

○ 普通の状態（人を気にしないでゆっくりと歩いている、エサを食べている など）の

イノシシと出会ったら、慌てて走り出したりせずに、落ち着いて、速やかにその場

から立ち去ってください。  

○ イノシシの進路（通り道）はふさがないでください。 

○ イノシシと出会ったときに、大声を出したり、イヌをけしかけたり、物を投げたり、棒

で追い立てたりすると、イノシシが興奮して人を襲ってくる可能性もあるので、イノ

シシを刺激しないでください。 

イノシシが興奮した状態とは、牙を鳴らして音を出している、毛を逆立てている、 

慌ただしく走り回っている、地面を脚で引っ掻いているときなどです。 

○ イノシシがケガをしているときや、迷って住宅地等に入り込んだときには、興奮し

ている可能性が高いので、イノシシを見つけたら速やかに安全な場所 （ブロック

塀の裏や家の中など、イノシシから見えないところ）へ避難してください。 



           イノシシにエサを与えないでください                

 

 

 

 

 
 

                               

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動能力など 

・オスの成獣は鼻を使って、７０ｋｇの重さを持ち上げる 

・数㎞は泳ぐことができる 

・時速４０ｋｍ以上で走る 

・１ｍ以上のジャンプ力    

・突進力は、成人男性と同等以上 

・ 咬む力は、成人男性の２倍以上 

・鋭い嗅覚（犬並）、すぐれた聴覚 

・視力はブタと同じ０．１程度で、100m先の人間を認識できる 

といわれています。 

特性など 

・優れた学習能力 

・鼻を使って、地面を掘り返す 

・地面をもぐって、２０ｃｍ位のすき間をくぐりぬける 

・ 人が怖いから夜間に活動する場合が多いが、安全な場所では昼間でも活動する 

・ 何でも食べる雑食性 

イノシシってどんな動物  

○ イノシシにエサを与えると、民家の近くに居着いてしまう可能性があるので、小さ

な子どものイノシシでも、エサは絶対に与えないでください。 

○ 民家の近くにイノシシのエサとなる野菜くずなどを放置すると、イノシシのエサ場

になってしまう可能性があるので放置しないようにしてください。 



 
 
 

 

一般的に野生のサルは、こちらから何もしなければ襲ってくることはほとんどありま

せん。 

サルに出会ったときには、おどかしたり、刺激しないで落ち着いて、その場から立  

ち去ってください。 

 

 

                サルには近づかないでください                   

 

 

 

 

 

 

 

 

    サルに出会ったら、刺激せずに落ち着いて離れてください            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               サルにエサを与えないでください                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○野生のサルはペットと違い人に慣れていませんので、むやみに近づくと襲われるこ

とがあることから、遠くでサルを見つけた時は、そのままサルから見えないところに

離れてください。 

○エサを与えることにより、人を怖がらなくなり、人に慣れてしまうと、家に侵入してく

るなど地域全体に被害が発生する恐れがありますので、エサは絶対に与えないで

ください。 

○サルと出会ったときに、大声を出したり、物を投げたり、棒で追い立てたりすると、

サルが興奮して人を襲ってくる可能性もあるので、サルを刺激しないでください。 

落ち着いて、速やかにその場から離れて、安全な場所に立ち去ってください。 

○目線を合わせないでください。 

サルと目線を合わせると威嚇されたと思い、人が視線をそらせたときに襲う場合が

あります。サルの目を見ないでください。 

サルに出会った場合は、次の事項にご注意ください 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

運動能力など 

・飛び跳ねて２ｍぐらいの高さまで手が届く 

・モノを持ち上げる力はさほど強くない（十数㎏程度まで） 

・登ったり、飛び跳ねたりは得意 

・視覚、聴覚、嗅覚は人間と同等 

といわれています 

特性など 

 ・記憶力（場所・出来事・人）や学習能力は高い 

・試行錯誤で学習する。物まねでは学習しない 

・同じ刺激を繰り返すと慣れてしまう 

・ 行動時間は昼間 

・ 何でも食べる雑食性 

・ 何が食べ物であるかを学習により認識するようになる 

・基本的には、１０数頭～１００頭程度の群れで活動 

・オスは大人になると群れから別れ、離れザルとして活動する。民家近くで出没する

サルは離れザルであることが多い 

 

サルってどんな動物 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先    佐賀県生産者支援課 中山間地域・鳥獣対策担当 

       TEL：0952-25-7113、FAX：0952-25-7271 

イノシシやサルが、市街地に出没した場合や民家近くで暴れて危険な状

態にある場合などは、最寄りの市町役場または警察（１１０番）に連絡してく

ださい。 


